
2015 年 6 月 9 日 

第 4 回 アンデス・アマゾン学会のご案内 
 

初夏の候、会員の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

下記の通り、一泊二日の日程で、第 4 回アンデス・アマゾン学会を開催いたしますので、ご

案内申し上げます。 

 

記 

期日： 2015 年 7 月 4 日（土）、5 日（日） 

会場： 東京大学 駒場キャンパス 18 号館 4 階 コラボレーションルーム 1 

    住所：〒153-8902 東京都目黒区駒場 3-8-1 

会場へのアクセス： 

 京王井の頭線 「駒場東大前」駅下車すぐ （別紙をご参照ください。） 

 ご注意：大会当日は土日のため、18 号館入り口の自動ドアが開いていません。受付開始時間

になりましたら開錠いたしますが、早く到着される方あるいは遅れて到着される方

は大会事務局までお電話ください。 

 

発表者の皆様へ： 

 発表時間：一人につき 40 分の配分です。発表 30 分程度、質疑応答 10 分程度とお考えくだ

さい。 

 配布資料：各自でご用意ください。参加申し込み人数は 20 名ですが、当日参加も見込まれ

ますので余分にご用意をお願いいたします。（当日コピーはできません。） 

使用機材：パソコン（Windows のみ、Mac をご使用の方は PC およびコネクターをご持参く

ださい）・プロジェクタ・ポインターを準備しておきます。 

 

その他： 

 大会参加費：無料です。 

懇親会費：4000 円（当日、受付でお支払いください。）会場は 18 号館 4 階です。 

飲み物等のご持参も歓迎いたします。 

宿泊先：各自宿泊先をご予約ください。以下、会場に近いホテルです。ご参考ください。 

     1）ホテルメッツ 渋谷（http://www.hotelmets.jp/shibuya/） 

     2）ホテルユニゾ 渋谷（http://www.hotelunizo.com/shibuya/index.php） 

     3）ホテル東急ステイ 渋谷新南口（http://www.tokyustay.co.jp/hotel/SIM/） 

 

第 4 回研究大会事務局：東京大学大学院総合文化研究科 木村研究室 

 

 

http://www.hotelmets.jp/shibuya/
http://www.hotelunizo.com/shibuya/index.php
http://www.tokyustay.co.jp/hotel/SIM/


会場へのアクセス 
東京大学 駒場キャンパス 

【アクセス】 京王井の頭線「駒場東大前」駅（渋谷駅から各駅停車で 2 駅）すぐ 

 
 

【18 号館】 

 

← 18 号館 



第 4 回 アンデス・アマゾン学会 プログラム 
期日：2015 年 7 月 4 日（土）、5 日（日） 

会場：東京大学 駒場キャンパス 
 
12:30 開場・受付 

 

1 日目 7 月 4 日（土） 
13:00-13:10 開会の辞（会長 木村秀雄） 

 

研究発表 

13:15-13:55 牧田裕美（東京大学大学院 総合文化研究科） 

「個人的選択と集合行為の変化過程―ボリビア社会運動の再現と試行実験―」 

 

13:55-14:35 星川真樹（東京大学大学院 総合文化研究科） 

「ペルー首都近郊地域スーパーマーケット店舗拡大に伴う青果物流通変化（仮）」 

 

14:35-15:15 上原なつき（名桜大学） 

「アンデスの儀礼的戦い―タカナクイと投石合戦―」 

 

15:15-15:55  García Tesoro, Ana Isabel（東京大学） 

「El español de los Andes amazónicos」 

 

15:55-16:10 休憩 

 

16:10-16:50  杉田優子（NPO 法人 エクアドルの子どものための友人の会（SANE）） 

「エクアドルの市民参加の実情―ピチンチャ県カヤンベで進行していることを事例にし

て―」 

 

16:50-17:30 真鍋周三（兵庫県立大学 名誉教授） 

「16 世紀ペルーにおけるタキ・オンコイの政治・社会的背景をめぐって」 

 

17:30-18:10 木村秀雄（東京大学） 

 「アンデス農村研究における制度分析」 

 

18:10-18:30 総会 

18:30-20:30 懇親会（18 号館 4 階） 



2 日目 7 月 5 日（日） 
研究発表 

9:00-9:40 佃麻美（京都大学大学院 人間・環境学研究科） 

「アンデス牧畜地域におけるアルパカの毛刈りとその販売」 

 

9:40-10:20 大橋麻里子（日本学術振興会（PD）／一橋大学大学院社会学研究科） 

「シピボにとってのバナナとはなにか？―ペルーアマゾンの氾濫原から―」 

 

10:20-11:00 河邉真次（愛知県立大学他 非常勤講師） 

「観光資源としての古代遺跡の保全と現状―ペルー北部ピウラ県アヤバカを事例とし

て―」 

 

11:00-11:15 休憩 

 

11:15-11:55 加藤隆浩（南山大学） 

「ワカについて」 

 

11:55-12:35（非会員による歴史系の発表を予定しています） 

 

12:35-13:15 大平秀一（東海大学） 

 「インカ国家による農地開拓と管理」 

 

13:15-13:25 閉会の辞（会長 木村秀雄） 

 


